






























































表1．運動前安静区間   
運動前安静 MAP SBF 
LDLPFC 0.024(p=0.924) 0.025(p=0.369) 
LSMA -0.258(p=0.302) -0.003(p=0.991) 
LSMC 0.193(p=0.444) 0.633(p<0.01) 
RSMC -0.034(p=0.894) 0.249(p=0.319) 
 
表2．運動区間   
運動 MAP SBF 
LDLPFC 0.560(p<0.01) 0.742(p<0.01) 
LSMA 0.483(p<0.01) 0.591(p<0.01) 
LSMC 0.585(p<0.01) 0.736(p<0.01) 
RSMC 0.609(p<0.01) 0.743(p<0.01) 
 
表3．運動後安静区間   
運動後安静 MAP SBF 
LDLPFC 0.684(p<0.01) 0.220(p=0.09) 
LSMA 0.650(p<0.01) -0.80(p=0.544) 
LSMC 0.596(p<0.01) 0.176(p=0.179) 
RSMC 0.728(p<0.01) 0.114(p=0.385) 
 
【考察】
 NIRSデータは，頭蓋外組織である皮膚血流に影響されやす
いことが報告されている．また，交感神経の過活動を引き起
こす可能性のある刺激課題の場合，測定の際に皮膚血流の影
響を考慮しなければいけないとされる．本研究では，自転車
エルゴメーターペダリング運動を課題としたため，運動区間
ではMAP，SBFともに各ROIのΔoxy-Hbとの間に正の相関関
係が認められたと考えられる．運動後の安静区間において，
SBFは各ROIのΔoxy-Hbとの間に相関関係が認められなかっ
た．これより，自転車エルゴメーターペダリング運動後の安
静区間のΔoxy-Hbは，皮膚血流による影響は小さいと考えら
れる．
【結論】
運動後安静区間のΔoxy-Hbは，皮膚血流による影響は小さ
いと考えられる．
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